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市民交流課（☎㉑５５１３）

６月23日㊋～29日⺼は

男女共同参画週間
　国の男女共同参画推進本部は、毎年６月23日～29日の１週間
を「男女共同参画週間」とし、男女が対等に、職場で、学校で、

地域で、家庭で、それぞれの個性と能力を発揮できる「男女共同

参画社会」を目指しています。

　伊勢市では、男女がお互いを思いやり、共に生き生きと暮らすことのできる社会を目指し、「男女共

同参画推進条例」を制定しています。その中で８月17日をパートナーの日と定め、毎年さまざまな啓発
活動を行っており、今年度は市制施行10周年を記念し、「男女共同参画推進事業者などの表彰」を行い
ます。

　女性の能力活用や仕事と家庭の両立支援など、性別にかか

わらず個性と能力を発揮できる環境づくりに取り組んでいる

事業者・団体などを募集し、その中から、「きらり」と光る

取り組みを推進している事業者などを、パートナーの日啓発

講演会開催時（８月16日㈰）に表彰します。
対象となる取り組み例
女性の管理職登用、ワーク・ライフ・バランスの推進など

応募期限　７月24日㈮（必着）
※要領・応募用紙などは市民交流課にあります。また、市の

ホームページに掲載しています。

地域力×女性力＝無限大の未来
　「身近な女性の活躍を地域ぐるみで応援するキャッチフレーズ～女性の力を活かして元気

な地域社会をつくるために～」をテーマにしています。

平成27年度男女共同参画週間キャッチフレーズ

　男女共同参画の推進に関心

のある人で、広報記事の編集

に参加していただける人を募

集しています。

６月20日 三重県内男女共同参画連携映画祭「女たちの都～ワッゲンオッ
ゲン～」上映

８月16日 パートナーの日啓発事業「コウケンテツ講演会」
10月以降 れいんぼうフェスタ、縁結び事業、食育講座、人材育成講座　

など

ボランティアスタッフ
を募集

平成27年度に行う主な取り組み

男女共同参画推進事業者などを募集！パートナーの日にちなみ
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健康文化週間における健康づくり事業
　７月10日㈮～16日㈭の健康文化週間に、さまざまな教室などを開催します。ぜひ、
ご参加ください。

健康課（☎㉗２４３５、FAX㉑０６８３）

　中央保健センターの身長・体重計、血圧計が新

しくなり、体脂肪計が新たに設置されるのに合わ

せ、イベントを開催します。

と　き　７月10日㈮、午前10時～午後４時
ところ　中央保健センター・健康テラス
内　容　身長・体重・体脂肪・血圧・骨密度（手首）・

血管指標などの測定、ストレスチェック、

健康づくりパネルの展示など

※午前10時から開会式を行います。
※先着100人に粗品を進呈します。
◎７月13日㈪～16日㈭は、中央保健センターで健
康チェックを実施します。( 実施時間：午前10
時～午後４時)

「健康チェックコーナー」
リニューアルオープンイベント

健康チェック

　低カロリー・バランス食レシピ100号を記念し
て、市民の皆さんから募集したレシピの表彰式や

試食、運動教室などを開催します。

と　き　７月11日㈯、午前10時～午後１時
ところ　生涯学習センターいせトピア・ふれあい

広場

内　容
①パネル展示、骨密度測定（手首）、肌年齢測定、

表彰式、試食、味噌汁塩分濃度測定など

　午前11時30分から表彰式を行い、終了後、試
食（先着50人）、塩分濃度測定（味噌汁50cc を持
参してください）を行います。

②運動教室（午前10時～正午）
　リンパマッサージやストレッチなどの健康づ

くりに関する運動、試食などを行います。

講師：藤原由佳里さん（ヨガスタジオプラーナ）

定員：40人（先着順）
持ち物：上靴、飲み物、保険料30円程度
申し込み：６月15日㈪から健康課へ

「レシピ100号記念式典」
～食事と運動で若々しく～

とき・ところ
　①７月12日㈰、午前10時～午後４時
　　イオンタウン伊勢ララパーク

　②７月13日㈪、午前９時30分～午後４時
　　市役所本館・１階市民ホール

内　容　健康づくりパネルの展示、スモーカーラ
イザー（呼気一酸化炭素濃度測定器）による測

定、血圧測定など

「メタボリックシンドローム、
がん予防について」

と　き　７月15日㈬、午前10時～正午
ところ　ハートプラザみその・多目的ホール
内　容　運動に関する講話・実技
講　師　小木曽一之さん
　　　　（皇學館大学教育学部教授）

定　員　60人（先着順）
持ち物　飲み物、タオル、保険料30円程度、運動

のできる服装・靴

申し込み　６月15日㈪から健康課へ

「生活の中に運動を
取り入れよう」

運　動
と　き　７月14日㈫、午後１時30分～３時30分
ところ　中央保健センター
講　師　三重県こころの健康センター保健師
定　員　40人程度（先着順）
申し込み　６月15日㈪から健康課へ

と　き　７月16日㈭、午後１時30分～３時
ところ　中央保健センター
講　師　大西久司さん（大西クリニック院長）
定　員　60人程度（先着順）
申し込み　６月15日㈪から健康課へ

　健康づくりに関するお話を聞いて、健康づくり

について考えてみませんか。

「ストレスと上手につきあう
方法について」

「血管を若々しく保つコツ」

健康講座

レシピ紹介・試食・運動

健康文化都市
シンボルマーク
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　税金や公課は、安心で健康に暮らせる住みよいまちづくりのために、なくてはならない財源で

す。これらを滞納されると、市の財政が圧迫され、住民サービスに支障を来すとともに、納期限

内に納付していただいている人との公平性を保てなくなります。

　このため、市では、市税や公課の滞納者に対して滞納処分を行っています。納期限を過ぎても

市税や公課を納付していない人は、早急に納めてください。

　納期限までに市税や公課を納めなかった場合は、延滞金を納めなければなりません。

　延滞金は、滞納額に滞納日数と割合（平成27年は9.1％〔納期限の翌日から１カ月を経過する日まで
は別に定める割合〕）を乗じて計算します。

　市での滞納整理が困難な市税の滞納事案は、三重県地方税管理回収機構へ徴収権を引き継ぎます。

　同機構は、県内全域の市町税の徴収を専門に行う組織で、滞納事案を市・町から引き受け、差し押

さえや公売などの滞納処分を前提に滞納整理を行います。

■延滞金がかかります

　督促状を送付した日から起算して10日
を経過した日までに、その市税や公課を納

めなかった場合は、やむを得ず滞納処分を

行います。

　これは、納付義務者が自主的に納付しな

い場合に、納付義務者の財産から強制的に

市税や公課を徴収するために行う法的手続

きです。

●差し押さえ…財産を調査した上、滞納者
の財産（預貯金・給与・生

命保険・不動産など）を差

し押さえます

●財産の処分…差し押さえた財産を強制的
に換価（債権であれば取り

立て、不動産であれば公売）

し、滞納市税・公課などに

充てます

■滞納処分を行います

■滞納整理の専門機関へ徴収業務を引き継ぎます

　納期限を過ぎても市税や公課を納めなかった人には、納期限後20日以内に督促状を送付します。

■督促状を送付します

国民健康保険料、後期高齢者医療保険料、介護保険料、保育所保育料、下水道事業受益者負担

金、下水道使用料など

市税・公課を滞納すると

滞納処分されます！ 収税課（☎㉑５５３６）
債権回収対策室（☎㉑５７１８）

市税・公課を納めないと、次の手続きが行われます

公課とは？

滞
納
処
分
ま
で
の
流
れ

督促・催告
　納期限を過ぎると延滞金が発生しま
す。督促状を発送し、文書や電話など
で納付の催告をします。

財産調査
　勤務先・金融機関・生命保険会社・
取引先・官公庁などに対する財産調査
を行います。

納入通知書の発送

換価処分
　取り立てや財産売却により、滞納市
税・公課へ充当します。

滞納処分（財産差し押さえ）
　預貯金・給与・生命保険・不動産な
どの財産を差し押さえます。

病
気
や
け
が
、
失
業
な
ど
、
特
別
な
事
情
が
あ
る

人
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
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伊
勢
総
合
病
院
で
は
、

次
の
と
お
り
看
護
師
と
技

術
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

職
種
・
採
用
予
定
人
数
・

受
験
資
格
・
試
験
日　

下

表
の
と
お
り

採
用
予
定
日　

平
成
28
年

４
月
１
日

申
し
込
み　

６
月
25
日
㈭

（
必
着
）ま
で
に
、
受
験
者

本
人
が
直
接
ま
た
は
郵
送

で
経
営
企
画
課（
〒
516

－

0014
楠
部
町
３
０
３
８
）へ

※
詳
し
く
は
、
募
集
要
項

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
募
集
要
項
・
受
験
申
込

書
は
経
営
企
画
課
に
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
伊
勢
総
合

病
院
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://ho
spital.city.

ise.m
ie.jp/

）
に
掲
載
し

て
い
ま
す
。

　

病
院
に
は
、
細
菌
や
ウ
イ
ル
ス
に

感
染
し
た
患
者
さ
ん
も
入
院
し
て
い

ま
す
。
一
方
で
、
抗
が
ん
剤
に
よ
る

治
療
や
高
齢
な
ど
に
よ
り
免
疫
力
が

低
下
し
、
感
染
症
に
か
か
り
や
す
い

患
者
さ
ん
も
入
院
し
て
い
ま
す
。

　

患
者
さ
ん
に
安
心
し
て
治
療
を
受

け
、療
養
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
は
、

院
内
で
の
感
染
を
未
然
に
防
ぐ
と
と

も
に
、
感
染
症
の
発
生
時
に
は
速
や

か
に
原
因
を
特
定
し
、
制
圧
・
終
息

さ
せ
る
必
要
が
あ
り
、「
院
内
感
染

防
止
委
員
会
」
は
、
そ
の
中
心
的
な

役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

　

院
内
感
染
防
止
委
員
会
で
は
、
院

内
に
お
け
る
感
染
症
の
発
生
状
況

や
、
薬
剤
が
効
き
に
く
い
細
菌
の
検

出
状
況
、
ま
た
、
治
療
に
用
い
ら
れ

る
抗
菌
薬
の
使
用
状
況
な
ど
を
把
握

し
、
感
染
症
の
発
生
を
未
然
に
防
ぐ

こ
と
に
努
め
る
と
と
も
に
、
感
染
症

の
治
療
が
適
切
に
行
わ
れ
て
い
る
か

ど
う
か
の
確
認
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
医
師
・
看
護
師
・
臨
床
検
査

技
師
・
薬
剤
師
か
ら
な
る
「
感
染
制

御
チ
ー
ム
」
を
編
成
し
、
病
棟
を
は

じ
め
院
内
の
さ
ま
ざ
ま
な
部
署
を
定

期
的
に
巡
回
し
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
従

っ
た
院
内
感
染
防
止
が
実
践
さ
れ
て

い
る
か
ど
う
か
を
確
認
し
て
い
ま

す
。
感
染
症
発
生
時
に
は
、
感
染
制

御
チ
ー
ム
が
速
や
か
に
発
生
部
署
を

訪
問
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
職
種
の
専
門

性
を
生
か
し
、
感
染
拡
大
の
防
止
に

当
た
っ
て
い
ま
す
。

　

他
に
も
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
な
ど

の
流
行
時
期
に
合
わ
せ
た
予
防
策
の

掲
示
や
、
職
員
向
け
の
院
内
感
染
防

止
研
修
会
の
開
催
、
近
隣
の
医
療
機

関
と
の
連
携
な
ど
を
行
っ
て
お
り
、

引
き
続
き
、
患
者
の
皆
さ
ん
に
安
心

し
て
治
療
を
受
け
て
療
養
し
て
い
た

だ
け
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

院
内
感
染
防
止
委
員
会

伊
勢
総
合
病
院
シ
リ
ー
ズ
32

愛
情
と
誇
り
を
持
て
る

病
院
を
目
指
し
て

伊
勢
総
合
病
院（
☎
㉓
５
１
１
１
）

伊
勢
総
合
病
院
の

職
員
を
募
集

伊
勢
総
合
病
院
経
営
企
画
課（
☎
63
９
０
５
３
）

※いずれの職種も、地方公務員法の欠格条項に該当しないこと。また、日本国籍を有
しない人は、永住権または特別永住者の在留資格を有すること。

伊勢総合病院の職員を募集
職種 採用予定人数 受験資格 試験日

看護師 15人程度

次の要件を全て満たす人
・昭和41年４月２日以降生まれで、看護師
免許を有するまたは平成28年３月に取得
見込みである
・宿日直勤務ができる

７月５日㈰

技術職 １人

次の要件を全て満たす人
・昭和56年４月２日～平成９年４月１日生
まれである
・最終学歴が高等学校卒業以上である
・第２種または第３種電気主任技術者の資
格を有する

７月５日㈰
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会員同士の連携や協力、情報の交換
・年に１度の総会と２カ月に１度の役員
会を開催し、情報交換の場を設置
・四半期ごとに、市内の犯罪情勢をまと
めた資料を会員に配布して周知
市民の皆さんの防犯意識を高めるための
パトロールや広報活動
・合同パトロールを実施（伊勢まつり会
場や、伊勢警察署の年末年始特別警戒
取締り部隊の出発式後）
・通学路・公園・地域の危険箇所および
夜間のパトロールの実施
・地域住民への防犯啓発（防犯チラシな
どを配布）
・全国地域安全運動期間(10月11日～20
日）に各活動拠点などへ、のぼり旗を
設置
・自主防犯団体結成の働き掛け
関係機関・関係団体との関係強化
・県・伊勢警察署・伊勢度会地区生活安
全協会の主催行事への参加、関係機関・
関係団体との共催講演会の開催

平成27年度 主な活動計画

連
絡
会
講
演
会
」
が
、
４
月
に

ハ
ー
ト
プ
ラ
ザ
み
そ
の
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

講
演
会
で
は
、
鈴
鹿
市
の
県

営
桜
島
第
一
自
治
会
長
兼
桜
島

地
区
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
代
表
者

と
、
四
日
市
大
学
地
域
パ
ト
ロ

ー
ル
部
長
を
招
き
、
創
意
工
夫

し
た
県
営
団
地
防
犯
と
そ
の
成

果
な
ど
に
つ
い
て
の
話
や
、
現

役
大
学
生
が
地
域
で
の
防
犯
パ

ト
ロ
ー
ル
を
率
先
し
、
地
域
の

人
々
と
親
睦
や
つ
な
が
り
を
深

め
て
い
る
活
動
な
ど
の
話
を
聞

き
ま
し
た
。
ま
た
、
二
見
町
の

伊
勢
安
土
桃
山
文
化
村
劇
団
一

行
に
よ
る
特
殊
詐
欺
の
寸
劇
も

観
劇
し
、
約
２
３
０
人
の
来
場

者
は
、
さ
ら
に
防
犯
意
識
を
高

め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

「
安
全
安
心
フ
ォ
ー
ラ
ム
in

伊
勢
・
伊
勢
市
自
主
防
犯
団
体

囲
に
わ
た
り
、
各
地
域
の
自
主

防
犯
団
体
な
ど
の
つ
な
が
り
が

大
切
に
な
っ
て
き
た
こ
と
を
受

け
て
始
め
た
も
の
で
す
。

　

平
成
27
年
度
の
主
な
活
動
計

画
は
、
左
表
の
と
お
り
で
す
。

　

伊
勢
市
自
主
防
犯
団
体
連
絡

会
は
、
各
地
域
で
活
動
し
て
い

た
自
主
防
犯
団
体
が
互
い
に
つ

な
が
り
を
持
つ
た
め
に
、
平
成

23
年
９
月
に
発
足
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
身
近
な
犯
罪
や
子

ど
も
へ
の
わ
い
せ
つ
行
為
が
後

を
絶
た
ず
、
発
生
場
所
も
広
範

伊
勢
市
自
主
防
犯
団
体

連
絡
会
の
活
動
計
画
　

今
年
度
最
初
の
大
き
な
活
動
　

安
全
安
心
フ
ォ
ー
ラ
ム
in
伊
勢

シ
リ
ー
ズ
防
犯

安
全
で
安
心
な

ま
ち
を
め
ざ
し
て

危
機
管
理
課
（
☎
㉑
５
５
２
４
）

が
名
付
け
た
宇
治
浦
田
町
広
報

紙
「
あ
お
ぞ
ら
」
の
発
行
も
続

け
、
地
域
の
身
近
な
事
柄
や
警

察
の
防
犯
情
報
な
ど
を
掲
載

し
、
地
域
や
学
校
、
防
犯
関
係

機
関
な
ど
へ
回
覧
・
配
布
し
て

い
ま
す
。

◆
築
山
代
表
の
思
い

　

空
き
巣
事
件
や
車
上
狙
い
事

件
、
最
近
で
は
コ
ン
ビ
ニ
強
盗

が
発
生
し
ま
し
た
が
、
委
員
会

の
発
足
か
ら
は
、
通
学
児
童
の

事
件
は
１
件
も
発
生
し
て
い
ま

せ
ん
。
全
国
か
ら
観
光
客
が
訪

れ
る
神
宮
の
お
膝
元
の
街
が
平

穏
で
、
地
域
住
民
が
安
全
で
安

心
に
暮
ら
せ
る
こ
と
を
、
い
つ

も
願
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、広
報
紙
「
あ
お
ぞ
ら
」

は
、
前
任
者

の
地
域
住
民

へ
の
平
安
の

思
い
と
し
て

永
く
続
け
て

い
け
た
ら
と

思
っ
て
い
ま

す
。

◆
結
成
の
経
緯

　

約
20
年
前
、
当
時
の
小
学
校

長
か
ら
、
児
童
の
安
全
の
た
め

に
学
校
安
全
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と

し
て
協
力
し
て
ほ
し
い
と
の
依

頼
を
受
け
ま
し
た
。
進
修
学
区

の
協
力
者
７
人
で
、
児
童
の
登

下
校
時
の
見
守
り
活
動
を
し
た

こ
と
を
機
に
、
平
成
９
年
９
月

に「
宇
治
浦
田
町
防
犯
委
員
会
」

を
発
足
し
、
10
人
の
防
犯
委
員

で
活
動
を
始
め
ま
し
た
。

◆
活
動
内
容

　

発
足
当
時
は
学
区
内
の
住
民

か
ら
参
加
者
増
員
を
募
り
、
多

い
時
に
は
、
防
犯
委
員
と
併
せ

て
約
40
人
で
活
動
し
て
い
た
時

も
あ
り
ま
し
た
が
、
防
犯
委
員

の
高
齢
化
な
ど
の
事
情
か
ら
、

減
少
を
た
ど
っ
て
い
る
の
が
現

状
で
す
。

　

現
在
は
有
志
６
人
で
活
動
を

続
け
、
最
近
で
は
ユ
ニ
ホ
ー
ム

を
新
調
着
用
し
て
、
徒
歩
で
の

巡
回
や
、
夜
間
に
２
人
１
組
で

地
区
内
の
巡
回
を
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
偶
数
月
に
、
前
任
者

宇
治
浦
田
町
防
犯
委
員
会

伊
勢
市
自
主
防
犯
団
体
連
絡
会
会
員
紹
介

児童見守り活動中の様子

満席の講演会場
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ス
や
新
聞
で
事
件
・
事
故
が
報

道
さ
れ
る
と
、
見
聞
き
し
た
私

た
ち
は
事
実
を
粛
々
と
受
け
止

め
て
い
ま
し
た
が
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
の
出
現
に
よ
り
、
様
相

は
一
変
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

テ
レ
ビ
や
新
聞
で
は
報
道
さ
れ

て
い
な
い
事
実
や
、
被
疑
者
の

顔
写
真
や
家
族
構
成
な
ど
、
情

報
の
受
け
手
に
は
さ
ほ
ど
必
要

で
な
い
と
思
わ
れ
る
と
こ
ろ
ま

で
、
興
味
本
位
に
さ
ら
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

犯
罪
は
許
さ
れ
る
こ
と
で
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
な
ぜ
、
未
成

年
者
の
顔
写
真
や
家
族
の
情
報

ま
で
さ
ら
さ
れ
、
容
赦
な
い
非

難
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

の
で
し
ょ
う
か
。
匿
名
性
の
陰

に
隠
れ
た
情
報
流
出
は
、
憲
法

第
21
条
で
保
障
さ
れ
た
「
報
道

の
自
由
」
で
し
ょ
う
か
。「
人

権
侵
害
」
と
「
報
道
の
自
由
」

と
い
う
背
反
す
る
も
の
の
は
ざ

ま
で
人
間
ら
し
い
生
活
を
保
障

し
て
い
く
こ
と
は
、
難
し
い
こ

と
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

こ
う
い
っ
た
風
潮
は
今
後
も
続

い
て
い
く
よ
う
に
思
わ
れ
、
残

念
で
な
り
ま
せ
ん
。

　

今
か
ら
１
０
０
年
前
。
テ
レ

ビ
も
発
明
さ
れ
て
お
ら
ず
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
夢
物
語
で

し
た
。
そ
の
よ
う
な
時
代
は
、

人
か
ら
人
へ
の
情
報
伝
達
が
主

流
で
あ
り
、
流
れ
る
情
報
も
ご

く
限
ら
れ
た
分
量
で
、
そ
の
影

響
も
わ
ず
か
な
も
の
で
し
た
。

　

た
っ
た
１
０
０
年
の
間
に
科

学
技
術
は
飛
躍
的
に
発
達
し
、

私
た
ち
の
身
の
回
り
に
は
情
報

が
満
ち
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。
技

術
革
新
に
よ
っ
て
、
と
て
も
便

利
な
世
の
中
に
な
り
ま
し
た

が
、
技
術
の
発
達
は
、
大
変
危

険
な
面
も
併
せ
持
っ
て
い
ま
す
。

　

古
今
東
西
、
さ
ま
ざ
ま
な
事

件
・
事
故
が
起
き
て
い
ま
す
。

か
つ
て
は
、
テ
レ
ビ
の
ニ
ュ
ー

一人ひとりが
輝くために

シリーズ人権

人権政策課（☎㉑５５４６）

報
道
の
陰
に

時６月21日㈰、9：30～14：00　所三重県建設労働組
合伊勢支部会館（一之木４丁目644-3）およびその周
辺　内住まいの相談会、ミニハウス上棟式、親子木
工教室、耐震などのお家の診断や家具固定に関する

展示、小学生が描いた絵画「わたしの住みたいお家」

優秀作品展示、すのこ実演販売、持ってけ市、プロ

が教えるお家の簡単お手入れ方法、タイルアート、

模擬店、抽選会

時６月28日㈰、14：00～15：30　所いせ市民活動セ
ンター北館（いせシティプラザ）・２階会議室Ｂ

内井村律子さん・広垣進さんによる、リコーダーと
クラシックギターのコンサート（重奏と独奏）

料前売り700円、当日800円
※収益の一部は東日本大震災復興支援に使われます。

時７月４日㈯、14：00～15：30　所皇學館大学・４号
館431教室　内講座「平家物語を『馬』から読む」
深津睦夫さん（皇學館大学国文学科教授）

　このコーナーは、国・県・市または教育委員会が共催・後援などをするイベ
ント情報を案内するコーナーです。参加費などの記載のないものは無料です。イベント掲示板

建労まつり

ふえの音、ギターのひびき

皇學館大学月例文化講座

三重県建設労働組合伊勢支部（☎23-5535）

伊勢市クラシックギターを楽しむ会・広垣さん
（☎090-5618-4463）

皇學館大学（☎22-8635）

時６月26日㈮～28日㈰、10：00～17：00（28日は15：
00まで）　所尾崎咢堂記念館・２階会議室　内陶芸
の楽しさ・美しさを追求する第７回目の教室展です。

各種の公募展での入選・入賞作品を含めて、最近作

を展示します。

時７月12日㈰、16：30～　所観光文化会館　内1984
年にニューヨークのトップミュージシャンによって

結成されたジャズ・コンボです。「テイク・ファイブ」

などのスタンダード・ジャズを中心に演奏します。

前座で、地元出身の小菅けいこさんがリーダーを務

めるジャズ・コーラス・グループ「ブリーズ」が演

奏します。　料ＳＳ席5,500円、Ｓ席5,000円、Ａ席
4,500円、Ｂ席3,500円、学生席1,000円、車椅子席
1,000円（付き添いの人は無料）〔ＳＳ席・Ｓ席・Ａ席
は指定席、それ以外は自由席〕

橋川陶芸教室展

マンハッタン・ジャズ・クインテット

結成30周年記念ジャパン・コンサート・ツアー

橋川陶芸教室（☎25-1932）

ＭＪＱコンサート実行委員会・橋本さん
（☎090-1472-8713）

時とき　 　所ところ　 　対対象　 　　内内容
定定員　 　料料金　 　　申申し込み

８月15日号＝６月30日㈫
９月１日号＝７月15日㈬掲載申し込み締め切り



7 広報いせ ●平成27年６月15日号

不
法
投
棄
物

　

私
有
地
に
不
法
投
棄
を
さ
れ

た
場
合
は
、
土
地
の
所
有
者
・

管
理
者
が
撤
去
す
る
こ
と
と
な

り
ま
す
。（
市
で
は
撤
去
し
ま

せ
ん
）

　

不
法
投
棄
を
防
ぐ
た
め
、
定

期
的
な
巡
回
、
草
刈
り
な
ど
の

清
掃
、
防
護
柵
や
網
の
設
置
な

ど
、
適
正
な
管
理
を
お
願
い
し

ま
す
。

・
公
有
地
の
不
法
投
棄
物
の
撤

去・
監
視
カ
メ
ラ
に
よ
る
監
視

　

不
法
投
棄
の
現
場
を
見
つ
け

た
ら
、
次
の
情
報
を
警
察
ま
た

は
清
掃
課
へ
通
報
し
て
く
だ
さ

い
。

・
発
見
し
た
日
時
・
場
所

・
不
法
投
棄
さ
れ
て
い
る
物
と

お
お
よ
そ
の
量

・
不
法
投
棄
を
し
た
人
を
見
掛

け
た
場
合
は
、
そ
の
情
報（
車

の
ナ
ン
バ
ー
や
車
種
な
ど
）

※
不
法
投
棄
物
は
そ
の
ま
ま
に

し
、
警
察
な
ど
へ
持
っ
て
い
か

な
い
で
く
だ
さ
い
。

　

山
林
・
農
地
・
遊
休
地
・
道

路
・
水
路
な
ど
に
ご
み
が
不
法

投
棄
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

　

不
法
投
棄
を
し
た
場
合
、
５

年
以
下
の
懲
役
も
し
く
は
１
０

０
０
万
円
以
下
の
罰
金
、
ま
た

は
そ
の
両
方
が
科
せ
ら
れ
ま
す
。

　

不
法
投
棄
は
犯
罪
で
す
。
絶

対
に
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　

市
で
は
不
法
投
棄
を
防
ぐ
た

め
、
次
の
よ
う
な
対
策
を
し
て

い
ま
す
。

・
看
板
の
設
置

・
警
察
と
協
力
し
て
不
法
投
棄

者
の
特
定

談
者
は
男
女
を
問
わ
ず
、
年
齢

層
も
10
代
〜
70
代
と
幅
広
く
な

っ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
昨
年

度
は
、
誰
に
も
相
談
で
き
ず
、

ワ
ン
ク
リ
ッ
ク
請
求
の
解
決
を

う
た
う
業
者
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
で
見
つ
け
、
電
話
で
申
し
込

ん
だ
と
い
う
事
例
が
複
数
あ
り

ま
し
た
。

　

ワ
ン
ク
リ
ッ
ク
請
求
は
、
ほ

と
ん
ど
の
場
合
、
契
約
の
意
思

表
示
を
確
認
し
な
い
ま
ま
登
録

完
了
と
な
り
ま
す
が
、
そ
の
よ

う
な
場
合
、
契
約
は
成
立
し
て

い
な
い
の
で
、
料
金
を
支
払
う

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
支
払
う

必
要
の
な
い
請
求
の
解
決
を
う

た
う
業
者
に
は
注
意
し
ま
し
ょ

う
。
不
安
な
場
合
は
消
費
生
活

セ
ン
タ
ー
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

ワ
ン
ク
リ
ッ
ク
請
求
と
は
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
成
人
向

け
サ
イ
ト
や
動
画
サ
イ
ト
な
ど

を
閲
覧
し
よ
う
と
し
た
際
、
年

齢
認
証
画
面
で
「
18
歳
以
上
」

を
ク
リ
ッ
ク
し
た
だ
け
で
会
員

と
し
て
登
録
さ
れ
、
高
額
の
登

録
料
な
ど
を
請
求
さ
れ
る
と
い

う
も
の
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
場
合
に
は
、
請

求
業
者
に
連
絡
し
た
り
、
支
払

い
し
た
り
し
て
は
い
け
ま
せ

ん
。
し
か
し
、
ワ
ン
ク
リ
ッ
ク

請
求
と
い
う
言
葉
は
知
っ
て
い

て
も
、
突
然
高
額
の
請
求
画
面

が
表
示
さ
れ
る
と
、
誰
で
も
焦

っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
も
、

毎
年
、
多
く
の
ワ
ン
ク
リ
ッ
ク

請
求
の
相
談
が
寄
せ
ら
れ
、
相

伊勢市消費生活センター
予算額
1,000万４千円（うち県補
助金572万７千円）

教
え
て

相
談
員
さ
ん
‼

伊
勢
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

（
☎
㉑
５
７
１
７
）

シ
リ
ー
ズ
消
費
生
活

ワ
ン
ク
リ
ッ
ク
請
求
の
解
決
を
う
た
う
業
者
に
ご
用
心
‼

　 

不
法
投
棄
は
犯
罪
で
す 

　

清
掃
課（
☎
37
１
４
４
３
）

シ
リ
ー
ズ
資
源

め
ざ
せ
！ 

ご
み
ゼ
ロ
の
ま
ち不

法
投
棄
物
を

見
つ
け
た
ら
通
報
を
！

土
地
の
所
有
者
の

皆
さ
ん
へ

市
の
不
法
投
棄
対
策

不
法
投
棄
対
策
に
か
か
る
予
算
額

１
５
０
万
１
千
円
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伊勢市駅
伊勢市駅

月夜見宮月夜見宮

一之木一之木
大世古大世古

尼辻尼辻

伊勢市駅からは歩道を歩きます
（しんみち商店街まで約270ｍ）

しんみち商店街の
アーケードが約600ｍ続きます

折り返し折り返し

37
スタート /
ゴール
スタート /
ゴール

1

スタート /
ゴール
スタート /
ゴール

2

健康課（☎㉗２４３５）

体重60㎏の人がこのコースを
ウォーキングした場合

が消費されたことになります（おにぎ
り１個〔100g・具なし〕168㎉で換算）

エネルギー消費量90㎉ おにぎり約0.5個分

エネルギー消費量66㎉ おにぎり約0.4個分

ウォーキングルート情報
【①伊勢市駅～しんみち商店街（１往復）】
■距　離：約1.7㎞　　　　■時　間：約20～25分
■歩　数：約2,000～2,500歩
■心拍数：約90～100拍/分（最大心拍数の約50％）
■エネルギー消費量：体重１㎏当たり約1.5㎉
■自覚的運動強度：かなり楽である
【②しんみち商店街（１往復）】
■距　離：約1.2㎞　　　　■時　間：約15～20分
■歩　数：約1,500～2,000歩
■心拍数：約90～100拍/分（最大心拍数の約50％）
■エネルギー消費量：体重１㎏当たり約1.1㎉
■自覚的運動強度：かなり楽である

～しんみち商店街コース～

市内のウォーキングコースを紹介㉕

　ウォーキングは、

「いつでも」「誰でも」

「どこでも」気軽に

できる健康法です。

市内の名所や公園な

どを楽しみながら歩

いてみてはいかがで

すか。検証済みのコ

ースからご紹介しま

す。

　市では、皆さんが効果を実感し、楽しみながらウォーキングによる健康づ
くりに取り組んでいただけるよう、市内のウォーキングコースと健康効果の
検証を皇學館大学と協働で進めています。皆さんがよく知る身近な地域のウ
ォーキングコースをご紹介ください。
※ご紹介いただいたコースをもとに、安全面や分かりやすさなどを検証し、
市のホームページなどで紹介します。
募集内容
　市内のウォーキングコース（１コース４～６km程度）
応募方法
　住所・氏名・電話番号・コースの地図（記載方法は自由、ただし公共施設
など目印となるものを入れてください）を記入し、健康課へ

①伊勢市駅～しんみち商店街（１往復）

②しんみち商店街（１往復）

他のコースは、市のホームページ「くらしのガイド」－「健康」－「ウォーキング」に掲載しています。

起伏が全くなく、交差点を除いて自動車の心配がない。
しんみち商店街は、雨天時や夜間でもウォーキングが可能。
※夜間は水銀灯が点灯しています。

特徴

おすすめの
ウォーキングコースの
健康効果を
検証します！
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伊勢まるごと

文化振興課内・伊勢まるごと博物館ネット
ワーク会議事務局（☎㉒７８８５）

博物館だより 32

マコンデ美術館

開
催
期
間 

８
月
31
日
⺼
ま
で

企
画
展

「
リ
ラ
ン
ガ
の
絵
画
展
」

　

マ
コ
ン
デ
美
術
館
で
は
、
目

の
不
自
由
な
人
の
た
め
に
、
触

れ
て
鑑
賞
し
て
い
た
だ
け
る
作

品
も
展
示
し
て
い
ま
す
。

境
に
広
が
る
広
大
な
マ
コ
ン
デ

高
原
に
住
む
部
族
の
名
称
で

す
。
こ
の
部
族
は
「
木
彫
り
の

民
」
と
も
呼
ば
れ
、
最
初
の
父

親
が
黒こ

く

檀た
ん

の
木
を
彫
っ
て
最
初

の
母
親
を
創
っ
た
と
い
う
伝
説

が
あ
る
ほ
ど
、
古
く
か
ら
部
族

の
伝
統
と
し
て
木
彫
り
を
制
作

し
て
き
ま
し
た
。

　

彫
刻
の
素
材
で
あ
る
黒
檀
の

ね
じ
れ
具
合
か
ら
創
造
し
て
、

生
活
、
動
物
、
人
間
の
肉
体
、

老
い
と
死
、
愛
と
歓
喜
な
ど
の

テ
ー
マ
を
ス
ト
レ
ー
ト
に
表
現

し
た
そ
の
造
形
は
、
美
術
界
か

ら
高
く
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

マ
コ
ン
デ
美
術
館
に
は
、
彫

刻
の
ほ
か
、
テ
ィ
ン
ガ
テ
ィ
ン

ガ
の
名
で
知
ら
れ
る
エ
ナ
メ
ル

ペ
イ
ン
ト
画
な
ど
の
平
面
美
術

や
、
楽
器
・
生
活
道
具
な
ど
の

民
俗
資
料
も
あ
り
、
こ
れ
ら
の

作
品
を
通
じ
て
、
ア
フ
リ
カ
大

地
の
自
然
の
中
で
暮
ら
す
人
々

の
安
ら
ぎ
を
感
じ
取
る
こ
と
が

で
き
、
見
る
人
の
感
性
を
揺
さ

ぶ
り
ま
す
。

た
作
品
の
中
か
ら
、
画
用
紙
や

手
す
き
紙
に
水
彩
画
・
素
描
画

で
妖
精
の
姿
を
楽
し
く
創
造
し

た
作
品
を
展
示
し
て
い
ま
す
。

　

「
マ
コ
ン
デ
」
と
は
、
タ
ン

ザ
ニ
ア
と
モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
の
国

　

リ
ラ
ン
ガ
は
、
東
ア
フ
リ
カ

の
タ
ン
ザ
ニ
ア
に
住
ん
で
い
た

マ
コ
ン
デ
と
い
う
部
族
の
彫
刻

家
で
す
。
彼
は
、彫
刻
の
ほ
か
、

ろ
う
け
つ
染
め
、
ド
ロ
ー
イ
ン

グ
、
版
画
、
ペ
イ
ン
ト
画
な
ど

多
彩
な
作
家
活
動
を
展
開
し
た

唯
一
の
作
家
で
し
た
。

　

今
回
は
、
リ
ラ
ン
ガ
が
得
意

に
し
て
い
た
、
夢
の
中
に
出
て

く
る
妖
精
を
コ
ミ
カ
ル
に
描
い

　

今
回
は
、
マ
コ
ン
デ
美
術
館

の
水
野
恒
男
さ
ん
か
ら
の
情
報

提
供
で
す
。

こ
こ
が
見
ど
こ
ろ

マ
コ
ン
デ
と
は

マ
コ
ン
デ
美
術
館
で
は

触
れ
ら
れ
る
作
品

所 在 地　二見町松下1799
電話番号　42１１９２
開館時間　９：00～17：00（入館は16：30まで）
休 館 日　火曜日(祝日の場合は翌日)
　　　　　６・12月の第２月曜日～金曜日
入 館 料　大人1,000円、高校生800円
　　　　　小・中学生600円

マコンデ美術館

リ
ラ
ン
ガ
作
「
歌
う
二
人
」

ジ
ョ
ン
・
フ
ン
デ
ィ
作
「
ド
ボ
ン
」

広
告
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対
象　

市
内
在
住
の
乳
児（
生

後
６
カ
月
ま
で
）の
保
護
者

内
容　

離
乳
食（
初
期
〜
中
期
）

の
お
話
と
試
食

定
員　

30
人（
先
着
順
）

申
し
込
み　

６
月
15
日
㈪
か

ら
、
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で

同
課（
FAX
�
０
６
８
３
）へ

ル
ス
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）

定
員　

60
人

※
こ
れ
ま
で
健
康
体
操
に
参
加

し
た
こ
と
が
な
い
人
を
優
先
し

ま
す
。

持
ち
物　

タ
オ
ル
、
飲
み
物
、

空
の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル（
５
０
０

㎖
）
２
本
、
保
険
料
30
円
、
運

動
の
で
き
る
服
装
・
靴

申
し
込
み　

６
月
15
日
㈪
か

ら
、
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で

同
課（
FAX
�
０
６
８
３
）へ

※
ヘ
ル
ス
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
は
、

健
康
づ
く
り
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
養

成
講
座
の
修
了
生
で
、
健
康
づ

く
り
を
積
極
的
に
実
践
し
、
地

域
の
リ
ー
ダ
ー
役
を
担
う
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
で
す
。

　

子
ど
も
の
離
乳
食
を
安
心
し

て
進
め
て
い
た
だ
く
た
め
に
、

簡
単
で
お
い
し
い
離
乳
食
作
り

を
栄
養
士
が
紹
介
し
ま
す
。

と
き　

７
月
17
日
㈮
、
午
前
10

時
30
分
〜
正
午

と
こ
ろ　

中
央
保
健
セ
ン
タ
ー

部
事
業
課（
☎
０
５
９
・
２
２

２
・
２
３
０
０
）へ

※
市
内
に
在
住
ま
た
は
通
勤
し

て
い
る
人
は
無
料
で
す
が
、
そ

れ
以
外
の
人
は
参
加
費（
Ｊ
Ａ

Ｆ
会
員
１
０
２
８
円
、
非
会
員

２
０
５
７
円
）
が
必
要
と
な
り

ま
す
。

　

運
動
は
、
体
を
丈
夫
で
柔
軟

に
し
、
若
さ
を
保
つ
効
果
が
あ

り
、
肥
満
・
高
血
圧
・
糖
尿
病

な
ど
の
生
活
習
慣
病
の
予
防
や

改
善
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

い
つ
ま
で
も
若
々
し
さ
を
保

ち
、
健
康
で
生
き
生
き
と
し
た

生
活
を
送
る
た
め
に
、
運
動
習

慣
を
身
に
付
け
ま
し
ょ
う
。

と
き　

７
月
17
日
㈮
、
午
後
１

時
30
分
〜
３
時
30
分

と
こ
ろ　

中
央
保
健
セ
ン
タ
ー

対
象　

市
内
在
住
の
人

内
容　

健
康
体
操

講
師　

辻
村
多
喜
代
さ
ん（
ヘ

掲
載
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
郵

送
で
の
取
り
寄
せ
も
で
き
ま
す
。

と
き　

７
月
10
日
㈮
、
午
後
１

時
〜
４
時

と
こ
ろ　

産
業
支
援
セ
ン
タ
ー

内
容　

エ
コ
ド
ラ
イ
ブ（
環
境

に
優
し
い
運
転
）
を
体
験
し
、

エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
に
関
す
る
知
識

と
運
転
の
こ
つ
を
学
び
ま
す

講
師　

Ｊ
Ａ
Ｆ
三
重
支
部
職
員

定
員　

15
人（
申
し
込
み
多
数

の
場
合
は
抽
選
）

申
し
込
み　

６
月
15
日
㈪
〜
７

月
３
日
㈮
に
、
Ｊ
Ａ
Ｆ
三
重
支

と
き　

11
月
25
日
㈬
、
午
後
１

時
〜

と
こ
ろ　

三
重
県
総
合
文
化
セ

ン
タ
ー（
津
市
一
身
田
上
津
部

田
１
２
３
４
）

申
し
込
み　

７
月
１
日
㈬
〜
８

月
24
日
㈪（
当
日
消
印
有
効
）

に
、
受
験
申
込
書
を
、
直
接
ま

た
は
簡
易
書
留
で
同
公
社（
〒

515

－

0104
松
阪
市
高
須
町
３
９
２

２
）へ

※
受
験
申
込
書
な
ど
は
、
同
公

社
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http://

w
w
w
.m
ie-kousha.or.jp/

）
に

情
報
コ
ー
ナ
ー

参
加
費
な
ど
の
記
載
の
な
い
も
の
は
無
料

試
験
・
講
座

公
益
財
団
法
人
三
重
県
下
水
道
公
社

（
☎
０
５
９
８
・
５
３
・
２
３
３
１
）

下
水
道
排
水
設
備
工
事

責
任
技
術
者
試
験

催
し
物

環
境
課（
☎
�
５
５
４
０
）

エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
講
習
会

健
康
課（
☎
�
２
４
３
５
）

健
康
体
操

ヘ
ル
ス
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
よ
る

健
康
課（
☎
�
２
４
３
５
）

（
初
期
～
中
期
）

離
乳
食
教
室

予
算
額 

約
35
万
５
千
円（
16
回
分
）

予
算
額　

15
万
１
千
円（
２
回
分
）
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国
土
交
通
省
で
は
、
宮
川
・

五
十
鈴
川
・
勢
田
川
・
大
湊
川

（
国
管
理
区
間
）の
河
川
整
備
計

画
の
策
定
作
業
を
進
め
て
い
ま

す
。

　

今
後
の
川
づ
く
り
の
参
考
と

す
る
た
め
、
次
の
と
お
り
、
市

民
の
皆
さ
ん
か
ら
ご
意
見
を
い

た
だ
く
た
め
の
懇
談
会
を
開
催

し
ま
す
。

と
き　

６
月
26
日
㈮
、
午
後
７

時
〜
８
時
30
分

と
こ
ろ　

ハ
ー
ト
プ
ラ
ザ
み
そ

の申
し
込
み　

事
前
に
同
課
へ

と
き　

７
月
28
日
㈫（
２
時
間

程
度
）

と
こ
ろ　

宮
川
浄
化
セ
ン
タ
ー

対
象　

市
内
在
住
の
小
学
生
と

保
護
者

申
し
込
み　

申
込
書（
各
小
学

校
に
あ
り
ま
す
）
を
各
小
学
校

へ

30
分（
計
12
回
）

と
こ
ろ　

中
央
保
健
セ
ン
タ
ー

対
象　

市
内
在
住
の
お
お
む
ね

70
歳
以
上
の
元
気
な
人
で
、
次

の
要
件
を
満
た
す
人

・
健
康
課
が
開
催
す
る
転
倒
骨

折
予
防
教
室
・
シ
ニ
ア
運
動
ク

ラ
ブ
へ
の
参
加
経
験
が
な
い

・
現
在
、
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス

を
利
用
し
て
い
な
い

内
容　

筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
、

体
力
チ
ェ
ッ
ク
、
加
齢
に
伴
う

筋
力
低
下
の
予
防
や
体
づ
く
り

に
関
す
る
講
話
な
ど

定
員　

30
人
程
度

持
ち
物　

運
動
の
で
き
る
服

装
・
靴
、
飲
み
物
、
傷
害
保
険

料
１
２
０
円
程
度

申
し
込
み　

６
月
15
日
㈪
〜
７

月
９
日
㈭
に
、
電
話
ま
た
は
フ

ァ
ク
ス
で
同
課（
FAX
�
０
６
８

３
）へ

　

「
少
し
動
い
た
だ
け
で
疲
れ

や
す
い
」「
つ
ま
ず
き
や
す
く
な

っ
た
」
な
ど
の
体
や
体
力
の
変

化
を
感
じ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
か
。
そ
れ
は
筋
力
の
衰
え
の

せ
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
年
齢

を
重
ね
る
に
つ
れ
、
体
重
に
変

化
が
な
く
て
も
、
い
つ
の
間
に

か
筋
肉
の
量
が
減
少
し
て
い
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
教
室
で
は
、
い
つ
ま
で

も
活
動
的
に
過
ご
す
た
め
に
欠

か
せ
な
い
「
筋
力
ア
ッ
プ
」
の

基
礎
を
学
び
ま
す
。

と
き　

７
月
21
日
〜
10
月
13
日

（
９
月
22
日
を
除
く
）の
毎
週
火

曜
日
、
午
前
９
時
30
分
〜
11
時

情報コーナー

健
康
課（
☎
�
２
４
３
５
）

～
足
・
腰
元
気
で
い
つ
ま
で
も

ア
ク
テ
ィ
ブ
な
毎
日
を
！
～

シ
ニ
ア
筋
力
ア
ッ
プ
教
室

上
下
水
道
総
務
課（
☎
�
１
５
０
４
）

夏
休
み
親
子
見
学
会

下
水
道
浄
化
セ
ン
タ
ー

国
土
交
通
省
三
重
河
川
国
道
事

務
所
調
査
第
一
課

（
☎
０
５
９
・
２
２
９
・
２
２
１
６
）

宮
川
ふ
れ
あ
い
懇
談
会

昨年の見学会の様子

広
告
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平
成
26
年
中
に
法
務
省
の
人

権
擁
護
機
関
が
救
済
手
続
き
を

始
め
た
人
権
侵
犯
事
件
数
は
２

万
１
７
１
８
件
で
し
た
。

　

前
年
と
比
べ
る
と
７
１
９
件

減
少
し
て
い
る
も
の
の
、
学
校

に
お
け
る
い
じ
め
事
案
は
全
体

件
数
の
17
・
３
％
を
占
め
て
い

て
、
依
然
と
し
て
高
い
水
準
に

あ
り
ま
す
。

　

子
ど
も
を
め
ぐ
る
さ
ま
ざ
ま

な
人
権
問
題
の
解
決
を
図
る
た

め
の
取
り
組
み
を
強
化
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
、
全
国
一
斉

「
子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番
」

強
化
週
間
に
、
時
間
を
延
長
し

て
相
談
を
受
け
付
け
ま
す
。

と
き　

６
月
22
日
㈪
〜
28
日

㈰
、
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
７

時（
土
・
日
曜
日
は
午
前
10
時

〜
午
後
５
時
）

相
談
電
話　

子
ど
も
の
人
権
１

１
０
番（
☎
０
１
２
０
・
０
０

７
・
１
１
０
）

　

外
国
人
登
録
証
明
書
は
、
特

別
永
住
者
証
明
書
ま
た
は
在
留

カ
ー
ド
に
切
り
替
え
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

・
特
別
永
住
者
…
住
民
票
を
登

録
し
て
い
る
市
区
町
村
で
、
特

別
永
住
者
証
明
書
に
切
り
替
え

を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

・
中
長
期
在
留
者
…
入
国
管
理

局
で
、
在
留
カ
ー
ド
に
切
り
替

え
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

※
外
国
人
登
録
証
明
書
が
有
効

と
み
な
さ
れ
る
期
限
が
近
づ
く

６
月
下
旬
〜
７
月
上
旬
は
、
窓

口
の
混
雑
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

早
め
の
切
り
替
え
を
お
勧
め
し

ま
す
。

在
留
カ
ー
ド
に
つ
い
て
の
問
い

合
わ
せ
先　

法
務
省
入
国
管
理

局
外
国
人
在
留
総
合
イ
ン
フ
ォ

メ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー（
☎
０

５
７
０
・
０
１
３
・
９
０
４
）

　

法
テ
ラ
ス
三
重（
日
本
司
法

支
援
セ
ン
タ
ー
三
重
地
方
事
務

所
）
で
は
、
収
入
が
一
定
以
下

の
人
を
対
象
に
、
弁
護
士
に
よ

と
き　

６
月
28
日
㈰
、
①
午
前

10
時
30
分
〜
正
午
・
②
午
後
１

時
〜
３
時
30
分

と
こ
ろ　

①
ア
ス
ト
津
・
４
階

研
修
室
Ａ
、
②
ホ
テ
ル
グ
リ
ー

ン
パ
ー
ク
津（
い
ず
れ
も
津
市

羽
所
町
７
０
０
）

対
象　

福
祉
・
介
護
・
看
護
の

職
場
に
就
職
を
希
望
し
て
い

る
、ま
た
は
関
心
の
あ
る
一
般
・

学
生

内
容　

①
就
活
応
援
セ
ミ
ナ

ー
、
②
福
祉
・
介
護
・
看
護
の

就
職
フ
ェ
ア

※
託
児
で
き
ま
す
。（
６
月
25

日
㈭
ま
で
に
要
予
約
）

情報コーナー

三
重
県
社
会
福
祉
協
議
会
三
重
県

福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
５
９
・
２
２
７
・
５
１
６
０
）

福
祉
・
介
護
・
看
護
の

就
職
フ
ェ
ア

法
テ
ラ
ス
三
重

（
☎
０
５
０
・
３
３
８
３
・
５
４
７
０
）

人
権
政
策
課（
☎
�
５
５
４
６
）

法
テ
ラ
ス
三
重

民
事
法
律
扶
助
相
談
会

人
権
啓
発
講
座

お
知
ら
せ

戸
籍
住
民
課（
☎
�
５
５
５
３
）

外
国
人
登
録
証
明
書
の

切
り
替
え
を

特
別
永
住
者
・
中
長
期
在
留
者

の
皆
さ
ん
へ

津
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

（
☎
０
５
９
・
２
２
８
・
４
１
９
３
）

全
国
一
斉

子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番

強
化
週
間

る
法
律
相
談
を
行
い
ま
す
。

と
き　

７
月
９
日
㈭
、
午
後
１

時
〜
４
時

と
こ
ろ　

市
役
所
本
館
・
２
階

広
報
広
聴
課
相
談
室

定
員　

６
人（
先
着
順
）

申
し
込
み　

電
話
で
法
テ
ラ
ス

三
重
へ

※
収
入
要
件
は
家
族
数
な
ど
に

よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。

※
申
込
時
に
収
入
状
況
な
ど
を

確
認
し
ま
す
。

で
同
課（
FAX
�
５
６
４
２
、
ア

ド
レ
スjinken@

city.ise.m
ie.jp)

へ

　

さ
ま
ざ
ま
な
人
権
問
題
の
理

解
に
向
け
て
、
人
権
啓
発
講
座

を
開
催
し
ま
す
。

と
き
・
テ
ー
マ
・
講
師　

下
表

の
と
お
り

※
１
回
だ
け
の
受
講
も
可
能
で

す
。

と
こ
ろ　

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

い
せ
ト
ピ
ア
・
３
階
研
修
室

対
象　

子
育
て
中
の
保
護
者

定
員　

各
20
人
程
度（
先
着
順
）

申
し
込
み　

参
加
講
座
・
住
所
・

氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
を
、

電
話
・
フ
ァ
ク
ス
・
Ｅ
メ
ー
ル

予
算
額　

29
万
円

こちらの事業は、いせ
トピア「まなびのパス
ポート」スタンプの対
象講座となります。

人権啓発講座
と　き テーマ 講　　　師

第１回 ８月２日㈰ 子どもの人権 園田雅春さん（大阪成蹊大学）　

第２回 ９月27日㈰
セクシャルマイ
ノリティと人権

山口颯一さん（ＬＲＬ代表）

第３回 11月８日㈰
インターネット
と人権

松岡清貴さん
（三重県警察本部サイバー犯罪対策課）

第４回 １月17日㈰ 同和問題 味岡一博さん（三重県人権センター）

※時間はいずれも、午後２時～４時15分です。
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時６月13日㈯～18日㈭、9：00～17：00（13日は12：00
から、15日は休館）　所生涯学習センターいせトピア
内会員・講師・賛助出品者、33人の個性に富んだ力
作約80点を展示します。

時６月18日㈭・７月11日㈯・９月24日㈭、10：00～
12：00　所伊勢友の家（宇治浦田３丁目58-3）　対乳
幼児とその親　内すこやかな成長を願って「はやね」
「はやおき」「家事のヒント」などの話し合い。ミニ

調理実習を予定。（託児あり）　料各300円（託児は保
険料を含み200円）　申事前に電話で同会・安藤さん
または森さん（☎22-2696）へ

時６月26日㈮～28日㈰、10：00～20：00（26日は13：
00から、28日は18：00まで）　所観光文化会館・展
示室　内1600年代から現在の琉球・沖縄の歴史を、
縦１ｍ・横30ｍの大写真絵巻として展示します。沖
縄県外初公開です。　料一般800円、中学生・高校生・
障がい者500円、小学生以下は無料

時６月27日㈯、10：00～15：00　所伊勢バプテスト教
会（辻久留１丁目16-6）　内取り扱い物品は生活雑貨
など。喫茶コーナー（11：00～）あり。収益は世界の
飢餓地域援助と東北復興支援に充てます。

時６月28日㈰、9：30～　所生涯学習センターいせ
トピア　内ゲスト歌手（東一良さん・鳳城朋美さん・
三川ゆりさん）や一般出場者によるカラオケの発表

　このコーナーは、市民団体の皆さんが、イベント案内や会員募集などに利用
できるコーナーです。参加費などの記載のないものは無料です。みんなの広場

フォト・アート・いせ　写真展

すこやか子育ての会「つぼみ」

石川真生写真展・大琉球写真絵巻

教会チャリティー・バザー

カラオケ発表会

フォト・アート・いせ（☎22-0322）

伊勢友の会・安藤さん（☎24-5532）

命
ヌチ

ヌ御
グ ス ー ジ

祝事サビラ実行委員会（☎090-7911-7646）

伊勢バプテスト教会（☎28-4846）

東さん（☎24-8362）

時７月５日㈰、11：00～15：30　所皇學館大学記念
館　内冷玉露席（和室）、煎茶席（野

のだて

点）

時７月９日㈭～11日㈯　所三重県建設労働組合伊勢
支部第二会館（一之木４丁目644-3）、大仲建設㈱土
場（西豊浜町）　対18歳以上の人　定40人（先着順）
料18,500円　申同組合同支部へ

時７月11日㈯、10：30～・13：30～（２回）　所生涯
学習センターいせトピア・多目的ホール　内地球最
初の生物が微生物。46億年かけて微生物が今の地球
環境を創ってきた。微生物の可能性が、地球蘇生の

未来を拓
ひら

く。　定各300人（先着順）　料一般…前売
り1,000円・当日1,500円、中学生～大学生800円

時７月～平成28年１月の期間中の日曜日（10回）、
10：30～　所生涯学習センターいせトピア　対３歳
以上の子どもとその保護者　内お茶の心と日本人と
しての礼儀を正しく学びます。立ち方、座り方、ふ

すまの開け方、抹茶の頂き方、点
た

て方、お茶の出し

方など。　定20人（先着順）　料１回につき300円（お
菓子・抹茶代）　申６月15日㈪～30日㈫に同会へ

時①８月３日㈪～４日㈫（１泊２日）、②８月６日㈭
～８日㈯（２泊３日）　所皇學館大学　対小学３～６
年生　内一之瀬川での川遊び、大学でのキャンプフ
ァイア、野外炊飯などを行い、夜は一人寝体験もあ

ります。②では市内ウォークも！　定各30人（申し
込み多数の場合は抽選）　料①2,000円、②3,000円
申６月18日㈭・10：00～26日㈮・16：00に、参加者（３
人まで）の氏名・学校名・学年・生年月日・電話番

号を、Ｅメールで同ゼミ（アドレス kano . semine r@
gmai l . com）へ

七夕茶会

小型移動式クレーン運転技能講習

映画「蘇生」上映と監督講演

親子で茶道を学びましょう

皇學館大学夏休み子どもキャンプ

皇學館大学煎茶道部（☎090-9958-3746）

三重県建設労働組合伊勢支部（☎23-5535）

降りてゆく生き方ご縁会（☎090-3555-1893）

長楽会・村井さん（☎25-0045）

皇學館大学教育学部・叶
かのう

ゼミ（☎22-8613）

時とき 　所ところ 　対対象　　内内容　定定員
料料金　 申申し込み

８月15日号＝６月30日㈫
９月１日号＝７月15日㈬掲載申し込み締め切り



伊勢市健康医療ダイヤル24 心や体の健康などについて、医師・看護師・保健師など
が年中無休・24時間体制で電話相談に応じています。

※本サービスは、民間業者に委託をして運営しています

問い合わせ　健康課（☎㉗2435）
（通話料無料）0000-000-000

フリーダイヤル
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伊勢市情報戦略局広報広聴課
〒516-8601
伊勢市岩渕１丁目７番29号
TEL 0596-21-5515
FAX 0596-22-9699
Eメール ise-koho@city.ise.mie.jp

この広報紙は、再生紙を使用しています。広報いせ発行事業費〔予算額〕　　　　 　2,976万５千円（24回分）

発行日／平成27年６月15日
発　行／伊勢市
編　集／情報戦略局広報広聴課
印　刷／千巻印刷産業株式会社

広報いせ 第167号 「広報いせ」では、財源を確保
するため、一部のページに企業
広告を掲載していますが、これ
らは市が広告主や商品を推奨す
るものではありません。

伊勢市
携帯サイト

パソコン http://www.city.ise.mie.jp
携帯 http://www.city.ise.mie.jp/m/

＜予約申し込み＞
申込期間　６月29日㈪～７月13日㈪
　　　　　（６月28日㈰以前の消印は無効）
購入限度　１人につき５冊まで
＜商品券の販売＞
販売期間　８月１日㈯～31日㈪
販売場所
・８月１日㈯・２日㈰…商店街特設会場
・８月３日㈪～31日㈪（平日のみ）…伊勢商工会議
所、小俣町商工会、市内金融機関などを予定

※商品券の販売方法・販売場所については、詳細が決定次第、伊勢商工会議所および市のホームペ
ージなどでお知らせします。また、６月下旬に新聞折込チラシでもお知らせします。

販売スケジュール

予　　約
申し込み

商品券の販売

取扱店舗で商品券を利用

８月１日㈯～12月31日㈭

６月29日㈪～
７月13日㈪

８月１日㈯
　　　～31日㈪

返信用
はがき

伊勢商工会議所（☎65６５４４）、小俣町商工会（☎㉒３６１９）、商工労政課（☎㉑５５１２）

１冊12,000円分の商品券を10,000円で販売

を販売

　個人消費の喚起を促進することにより、市内の商工業者の振興および地域経済の活性化を図るた

め、「お伊勢さんプレミアム付商品券」を販売します。

※イメージお伊勢さんプレミアム付商品券

（１冊16枚つづり、合計12,000円分）
発行者：伊勢商工会議所　協力者：小俣町商工会

8枚共通券（1,000円券）
8枚中小規模店専用券（500円券）

販　売　額　１冊１万円
発 行 冊 数　５万冊（総額６億円分）
購入対象者　市内に在住している人
利 用 期 間　８月１日㈯～12月31日㈭　※期間を過ぎると利用できません。
利用可能店舗　市内で小売業・飲食業・サービス業その他の業種を営み、地
域振興に貢献する事業者で取扱店舗として登録した店舗

　※ステッカー・ポスター・のぼりが目印になります。

　※利用可能店舗については、伊勢商工会議所および市のホームページで随時掲載します。

伊勢商工会議所 http://www.ise-cci.or.jp/
伊勢市　　　　 http://www.city.ise.mie.jp/

ホームページアドレス

を販売を販売
６５４４）、小俣町商工会（☎

12,000

商品券の販売方法 往復はがきで予約申し込みを先着順に受け付け、返信用はがきと引き換えで販売します。

予算額　１億2,850万円（全額が国交付金収入）


